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ゆったりとした時間

  お盆休み真っ最中に、あまりにも髪の毛が伸びて、うっとうしくなったので、いつもの1000円カ
ットの店に行った。しかし、店はお盆休み。年中無休でないのかとちょっぴり憤慨しつつ、この

ウザイ髪の毛を切りたい。そういえば、近くに1000円カットの店がもう1店あったと思い直し、歩
き出した。

  歩き出すと、すぐに、いわゆる昔からの床屋さんがあった。床屋か、何年行っていないだろう。
暑かったし、髪は切りたいし、時間はかかるけどいいやと思って料金も見ずに入りすぐ呼ばれ散

髪を始めた。60歳中盤の渋いおやじさんが、ゆっくりと髪に水を含め丁寧にカットしてくれる。
ゆったりとした手さばき。「俺は一切手抜きはしないぞ」と言わんばかりの丁寧さ。カットが終

わると丁寧に洗髪。「人に髪の毛洗ってもらうの気持ちいい」と心の中で叫んでしまった。そ

して、髭剃り。これが単なる髭剃りじゃない。額とか、頬とか、ほぼ毛のないところも、剃刀を

あててくれる。当然髭も剃ってくれる。身体をリラックスして顔全体が再生するようなそんな心

地よさを感じた。

  丁寧なカット、洗髪、肌あて、全てに満足して、2100円で至福の時間であったし、心の底からリ
フレッシュした思いにさせてくれた。今度も髪が伸びたらこの床屋に行こうと心に決めたほど、

満足感に満たされた。

  安くて短時間でサッサとカットしていく。それはそれでいいのだけれど、時には、ゆったりと床
屋で過ごしてみるのも悪くない、1000円カット常連さん達、たまには床屋どうですか。



規律、秩序、個の力

  バルセロナ、バイエルンミュヘン、そしてマンチェスターC、スペイン、ドイツ、イングランド
のリーグで頂点に立った、ペップ・グアルディオラ監督の手腕の確かさ。昨年、プレミアリーグ

を前人未到の勝点100という圧倒的な強さで優勝した。今、サッカーに関する本を読むと、必ずペ
ップの戦術が述べられている。

  そこで、先週から始まったプレミアリーグ第1節の試合を見た。確かにビルドアップ、パスの
長短、選手同士の距離感、サイドへ深く侵入しチャンスメイクする、ボールを奪われたら瞬時に

プレスをかける、このような、チームとしての約束事が見事に選手全員が共有して、システマチ

ックにゲームを行なっていた。

  この試合2得点して無失点、2ー0で勝った。得点は、チームの約束事に基づいているが、ゴール
を決めきるのは、個の力、個の能力の高さであった。ペップは、能力のある選手達を規律と秩序

で戦うチームとして、勝つための手法を徹底して落とし込み、能力ある選手を気持ちよくゲーム

に送り出し、最後は、個の圧倒的な能力でゴールを決める。守備にもしっかりとした約束事が

あり、激しいプレスのかけ方、1人がかわされた時、誰がカバーに入るといったものだ。それゆえ
守備もきわめて安定している。

  ペップは、スペイン、ドイツ、イングランド、それぞれサッカー文化が違うところで頂点に立っ
ている。国の文化に合わせ、手持ちの選手の能力を図り、そこで最適な解を導き出している。し

かし、単に合わせるだけで継続して結果を出せるであろうか。否、ペップには、自分のサッカー

哲学をしっかりと持っているのだろう。哲学を持たない指導者に選手は、あーせい、こーせい、

と言われてもスター選手達は、素直に従わないであろう。ペップ哲学に心服したからこそ今のマ

ンチェスターCがある。今シーズン、どんな戦いをするか、楽しみにしたい。ペップの哲学のもと
勝利を目指す美しいマンチェスターCのサッカーが見たい！


